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にあるメディカル ・エレク トロユクス，パイオ ・
エレグトロニグス，進行波理論，非線形理論，自
動翻訳機，光の領域でトランジスタ機能を示す半
導体素子等，枚挙にいとまがなL、。
こうした新しい研究に関連して，電気系教室新
館内の特殊用途の実験室を紹介する。新館の西南
端には，イオン工学実験施設（本広報No.181参照）
があり，これはイオンを基礎とした技術体系の確
立のための実験を行なう施設である。ここには，
イオンの加速電圧を5ボルトから400キロボルト
まで連続的に変えて，イオンの性質およびその応
用をあらゆる角度から検討できる世界に例を見な
い装置がある。新館内部には，天井高8メートル
で，床面積100平方メートルの高電圧実験室があ
る。ここでは，雷インパルス放電の現象，超々高
圧送電技術の基礎研究
を行なっている。新館
の屋上の方を見ると，
東南角の屋上に突き出
たものが自にはいる。
屋上を利用して，電波
伝搬およびアンテナ関
係の実験を行なうた
め， ’屋上に約17平方
ミラー 型プラズマ実験装置 “HIEI（比叡）”
（高周波一界を用した…
イオン加熱おー…刊
を行なっている
ない。そのため3階には，クリーン度1万程度の
無塵室を一室設置している。
いま，電気系教室の中庭に立ち，西側に赤レン
ガの建物，北側に白地膚の建物，東と南側に化粧
レンガの建物を眺めると，大学変遷の歴史の流れ
に触れる感じがする。
今後，創設時の雰囲気を残しながら，屯気系教
室における新しい教育，研究を強力に推進して古
い草袋に新しい酒を盛るべく，西側の古い赤レン
ガ造りの建物を改築していくことが急務である。
（工学部）
メートルの実験室が設
けられている。更に，
電子工学における微細
な回路の研究は，塵挨
の多い普通の部屋で行
なっても，良好な結果
をえることは期待でき
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